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研究成果の概要（和文）：　メンタルヘルスを維持・向上させる方略としてツーリズムを用いる、メンタルヘル
スツーリズムについて多方面から検討した。精神的に不健康な状態から脱するための方略としてのメンタルヘル
スツーリズムの有効性を多様な研究によって検証した。さらにメンタルヘルスツーリズムが、健常な人の心身の
健康、能力やスキルを向上させることを示した。またメンタルヘルスツーリズムを、企業が活用することによっ
て、企業業績を向上させられることを、示した。今後の多方面での活用が期待される。

研究成果の概要（英文）：We examined the mental health tourism from various aspects as a strategy 
that maintains and improves mental health. The effectiveness of that to escape from the mentally 
unhealthy state demonstrated by many studies. Furthermore, we showed that it improves not only the 
mental and physical health but also abilities and skills. Besides, we showed that corporate earnings
 could improve by utilizing it. The utilization in many fields will be promising.

研究分野： 観光学

キーワード： ツーリズム　メンタルヘルス　ストレス

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
(1) 健康に関わる観光の総称として、「ヘルス
ツーリズム」が使われており、それは専門的
な医療・治療型と一般的な健康増進型とを両
極とする範囲の中において、類型化されて捉
えられている。 
 
(2) このヘルスツーリズムのうち、特に精神
的健康を促進することを目的としたものを、
申請者はメンタルヘルスツーリズムと定義し
た(Oguchi et al., 2008)。これが精神疾患、特
にうつ病への有効な対策として活用できる可
能性を実証してきた。 
 
(3) 一方、心理学においては、ポジティブ心
理学という新たな枠組みが、Seligman(1998)
によって提唱されている。従来の心理学が扱
っていたような、マイナス状態をゼロに戻す、
あるいはゼロの状態を査定するというもので
はなく、ゼロからプラスにより高めていくと
いう志向である。 
 
(4) こうした心理学の流れを受けて、観光研
究においても、心理学を研究のバックグラウ
ンドとする著名な研究者の間で、ポジティブ
心理学を観光研究に生かそうという研究が散
見されるようになってきた(cf. Pearce, 2011, 
2013)。 
 
２．研究の目的 
 
以上の研究の流れを受けて、本研究におい

てメンタルヘルスツーリズムが、ストレスを
緩和（マイナスをゼロに）するだけでなく、
創造性や幸福感を高める（ゼロをプラスにす
る）ものとして活用できることを示すことを
目的とした。特にプラス方向への可能性を実
証的に探り、具体的な方策、提言へとつなげ
ていくことを図った。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 多様な地域での実証研究を行った。研究
分担者がフィールドとしている地域を対象と
して、研究を継続しているアクティビティで
の検証を重ねた。さらに客観的な指標（指尖
脈波等）を用いて、検証を行った。 
 
(2）一般の方々に、インターネット調査にご
回答をいただき、心理モデルの作成を試みた。 
 
(3) 産業連関分析を用いて、メンタルヘルス
ツーリズムの経済効果を検討した。 
 
(4) 大手企業にご協力いただき、旅行経験と
人事評価との関連性の解明を試みた。メンタ
ルヘルスツーリズムのポジティブな効果を検
証するためのものである。 
 

４．研究成果 
 
(1) メンタルヘルスツーリズムを実践してい
る宿泊施設にご協力いただき、宿泊された方
から、その前後のデータを測定させていただ
き、メンタルヘルスツーリズムが主観的、客
観的に効果があることを明らかにした。特に、
疲労やストレスが高い人に効果があることが
示された。これに関連した研究結果の一部が、
下記の雑誌論文①、②、⑤などで明らかにさ
れている。さらに、図書①などにも纏められ
ている。 
 
 

 
 
 
(2) メンタルヘルスツーリズムに関連する心
理変数を用いて、心理モデルを作成し、その
適合度が高いことを示した。ここから、メン
タルヘルスツーリズムのプロセスの一端を明
らかにすることができた。この研究の一部が、
下記雑誌論文の④に示されている。さらにこ
れに関連した著作として、下記の図書②があ
る。 
 
(3) マクロ的視点からメンタルヘルスツーリ
ズムが日本にどのような経済的利益をもたら
すのかを、産業連関分析から明らかにした。
研究分担者の荒川が、招待論文のため下記の
業績には掲載していないが、「観光研究」にお
いて解説している。 
 
(4) 大手企業のご協力をいただき、非常に実
現が困難な研究を実施することができた。そ
のデータを分析したところ、大学時代の旅行
経験数と就職後の人事評価とが正の影響を及
ぼしていることが示された。社会人となった
後の旅行回数も、心理的変数を媒介して、人
事評価にもプラスに作用していることが明ら
かになった。下記学会発表①の結果がこれに
相当する。 
 
(5) 以上の研究結果は、数多くの論文や学会
発表として公刊してきている。さらに得られ
たデータから、書籍にまとめて広く一般に公
開していく予定である。 
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Figure 6. Differences in LF/HF Scores at the Two Time Points

Low LF/HF

High LF/HF

*                                                    * p < .05

図１ 疲労度（ストレス度）(LF/HF 値)が高い
群と低い群における旅行の前後での
その値の変化 （出典：論文①） 



 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
(6) 今回の研究は以上のように、当初狙って
いた計画がほぼ遂行できた。しかしそれだけ
に留まらず、得られた結果を発表したものの
うち２件が国際学会において Best Paper 
Award を受賞しており、特に１件は最優秀賞
を得た。また、国内学会においても優秀発表
賞を獲得している。さらに、観光の雑誌にお
いて、トップ３のジャーナルにも論文が掲載
されており、さらに現在もそうしたジャーナ
ルにおいて論文が審査中である。総じて、非
常に評価の高い研究を生み出すことができた
研究であったと言えるであろう。これは一重
に、研究分担者の方々、研究協力者の方々の
ご尽力の賜物である。またこのような機会を
与えていただいた、科研費にも深く謝意を表
したい。 
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図２ 大学時代の旅行経験が、心理変数（ジ
ェネリックスキル、自己効力感）を媒
介して、人事評価に及ぼす効果 

    （出典：学会発表① 
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